
算数・数学科

　

指導案（略

　

案）

本時の目標
歴代中学２年生の数字探しゲームの結果を比較する活動を通して、データを捉える方法としての箱ひげ図を知
り、 ドットプロットとの関係性を捉えながら箱ひげ図で表すことの良さや必要性を考えることができる。（知・
技）
・本時の展開

　　　　　　

教師の働きかけ （■） 生徒の学習活動 （○）

　　　　　　

留意点 （◆） 評価 （※）

　　　

１． 問題提示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　　　　　　

◆電卓持参

　　　

教師の働きかけ（■） 生徒の学習活動

１． 問題提示

○数字探しゲームをしよう。（１０×１０）

　　　　　

ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

※３分間で何番まで探せるかな？

　　　　　　　　　

鮫郭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　

○ドットプロットにまとめる。（生データ）

　　　　　

聡難

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

稀…々ヒ
■過去２年間の２年生のドットプロットも提示する。（架

の：

　　　　　　　

。。：

　　　

ｉ

留意点（◆）評価（※）

◆電卓持参

◆ 「集中力と観察力」 を過去の２

年生と勝負してみようと持ち掛

け、取り組ませる。 最初は裏返し

で配付。用意スタートで裏返して

始める。

②【早い・遅い１（みた回十数値）

・早い （遅い） 秒数の人

　

｛点の集ま

　

り） が何となく多い気がする。

・真ん中の人が （中央値） が３１な

　

ので過去２番目に早い。

・平均をとると、一番遅かった。

◆①、②を先に取り上げ、最後に③

のような意見を取り上げると自然

に箱ひげ図が出しやすい。 ③が出

なければ、「迷っている人もいるみ

たいだから～」 と、同様に箱ひ

げ図を出す。

◆箱の大きさがデータの集ま 弱こ

関係していることに気づく生徒が

いるか。（約半分が入っている）

※自分なりに箱ひげ図の良さを考

え、気づき、ノートや他者に説明す

ることができているか【ノート・発

言】

◆最低限②⑧と同じ意味の気づき

や発言は取り上げ、板書したい。

◆④の四分位範囲に近い考えがで

れば取り上げ、「どれくらいの人が

箱にいるの？」と問い返し、箱の大

きさから四分位範囲の意味を抑え

ていく。でなければ、次回以降に扱

今年の２年生の数字探しゲームの結果は過去の２年生に比べてど

んなことがいえるだろうか。

○早い

　

○遅い

　

○みんなまとまってる

ーどこを観てそのように考えたのかな？

２． 課題把握

課題

　

ドットプロットをどのように観て判断したのか説明しよう。
“
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ｒ－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－３， 個人思考・集団思考

①【集まってる｝（見た目）

山っぽい。 ３１に集まってる。

③１よくわからない】

・どう判断したら良いかわからない

・みにくくて判断しにくい

■「このドットプロットを箱ひげ図というものにして比べることもできます。」

■四分位数 （第１／２／３）、最大値、最小値、範囲（レンジ） 平均値の十を学級

の生デ」夕をもとにして説明しながらつくる）

ー箱ひげ図を作り終わったら、あらかじめ用意してあった過去２年分の箱ひげ

　

図を提示する。

■データを箱ひげ図で表し、比較する良さはあるかな？

①すっきりしていて見やすい気がする。

②３つのデータを一気に比較しやすい気がする。

③中央値が一目でわかる。

④人の多く集まっているところが箱になっていて人の密集具合がわかる。



数学科

　

指導案（略

　

案） 度料譜始）
学習事項： 中学２年

　

７章データの比較「四分位範囲と箱ひげ図」
・本時の目標

　

データの量が多いときは代表値やヒストグラムでの比較がしにくいことを実感することで、箱ひげ図の必要性
を感じるとともに、箱ひげ図や５数要約の意味を理解し、箱ひげ図をかくことができる（知識・技能）

　

を感じるとともに、箱ひげ図や５数要約の意味を理解し、箱ひげ図をかくことができる（知識・技能）
・泰時の

　　

－

　　　　　　　

教師の働きかけ （■） 生徒の学習活動 （○）

　　　　　　　　　　

留意点 （◆） 評価 （※）

１． 問題把握

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◆問題提示の前に 「直前

園

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

期間」 「花見期間」 を確認

　

桜の名所の近くにあるコンビニエンスストアの花見の時期の 「スナック菓

　　

する。

　

子」「チョコレート」「茶系飲料」「炭酸飲料」 の過去５年分の販売データが

　　　

，

　

マ ギ

　

あります。 もしあなたがこの店の店長なら、「花見期間（平日）」「花見期間

　　　　　　　　　　　

・・、．

　

（休日）」「直前期間（平日）」「直前期間（休日）」 のそれぞれの期間で、 どの商

　

品を多めに入荷しますか？

　　　　　　　　　　　　　　　

－

　　　　　　　　　　　

◆問題とデータの書いた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ワ ー ク シ ー トを 配 付。

　

○データを見て予想する。

　

○ 「スナック菓子は花見期間の方がたくさん売れてて、 休日になるとさらに

　　　

売れているから…」

　

ｏ

　

ｒお茶は平日の方がたくさん売れているけど、 直前期間と花見期間の差は

　　　

あまりないような…」

　

○ 「チョコレートはあんまり増えたり減ったりしてない気がする…」

　　　　　

◆予想が本当に正しいと

　

○ 「データが多くてよくわからなし・・」 言い切れるか問い返すこ
２， 課題の明確化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

とで課題の明確化につな

課題 より正確に判断するためには何を調べればよ吻）な？

　　

言

　

げるｏ

３． 個人思考・集団思考

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◆１年生の学習内容を想

　

○ 「平均値や中央値を調べれば判断できると思います」

　　　　　　　　　　　

起させながら、 平均値や

　

○ 「何が売れたかを知るためには最頻値を調べる必要があると思う」 ヒストグラムなどのキー

　

○ 「ヒストグラムを作れば、 データの散らばりがわかるんじゃない？」

　　　　

ワードを引き出す。

　

■ヒストグラムや平均値、 最頻値、 中央値の書いたプリントを配付する。

　　

◆あえて多くの情報を与

　　　

「配付した資料で判断してみよう」 えることで、 生徒の困り

　

○ 「ヒストグラムがたくさんあって、 とても見にくいな…」

　　　　　　　　　

感を引き出す。

　

○ 「情報がたくさんあるから、 情報を整理しにくいな…」

　

■ 「データの散らばりを見るのに箱ひげ図というものがあります。 スナック

　

◆スナック菓子の花見期

　　

菓子の花見期間（平日）のデータとどのような関係になっているでしょう」

　

間（平日）の小さい順に並べ

　　　　　　　　　

ひげ 平均値

　　　

箱

　　　

ひげ

一見朗闇（平日〉‘‐鮒
剥１警鐘茎…蓋１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５０

　　　　　

６０

　　　　　

７０

４． 確認問題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◆スナック菓子の花見期

　　

スナック菓子の花見期間（休日）のデータから、 最小値、 第１四分位数、

　　

間（休日）の小さい順に並べ

　　

第２四分位数、 第３四分位数、 最大値を求めよう。 また、 箱ひげ図を

　　　

直したデータのかいたワ

　　

か こ う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一 ク シー トを 配 付 す る。

５． 練習問題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※５数要約をはっきりさ

　　　

スナック菓子の直前期間（平日）と直前期間（休日）の箱ひげ図をかこう。

　　

せ、 箱ひげ図をかくこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（答

　

省略）

　　

ができる （ワークシー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ト）
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花見時期の各商品の販売数（２０１５年）
年／月／日

　　

曜日

　

スナタ嬢ヂチミコレート茶系飲料炭酸故料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

花見時期の各商品の販売数（２０１４年）
年／月／日

　　

曜日

　

スナブク軒チョコシート茶系飲料炭酸飲料

望醒起覇塾橿罰無電罰頚ｉ－ー［平副罰匿肇鯵
問題

　

桜の名所の近くにあるコンビニ
エンスストアの花見の時期の「茶
系飲料」 「炭酸飲料」 「スナック
菓子」 「チョコレート」の過去５
年分の販売データがあります。

　

もしあなたがこの店の店長なら、
「花見期間｛平日）」 「花見期間（休
日）」 「直前期間（平日｝」 「直前期
間（休日）」 のそれぞれの期間で、
どの商品を多めに入荷しますか？

表の見方

□ 直前期間
□ 休日



花見時期の各商品の販売数（２０１６年）
年／月／日

　　

期

　

スナクク軒チョコレート茶系飲料炭酸飲料
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花見時期の各商品の販売数（２０１８年）
年／月／日

　　

曜日

　

スナ螺子チョコレート鯨飲料炭酸飲料

毅Ｑ１８Ｚ８遜塵竃ｉＥ墜審議９掌紋８喜獣１≧警卿

花見時期の各商品の販売数（２０１７年）
年／月／日

　　

程日

　

スナタク好チョコし‐ト茶系飲料炭酸飲料
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上段の数字→最頻値（２つある場合もある）
スナック菓子のヒストグラム

　

中段の数字→中央値
上段の数字→平均値

花見期間（平日）
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花見期間（休日）
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茶系飲料のヒストグラム

花見期間（平日）
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上段の数字→最頻値（２つある場合もある）
中段の数字→中央値
上段の数字→平均値

花見期間（休日）

直前期間（休日）
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－
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確認問題

　

スナック菓子の花見期間（休日）のデータから、 最小値、 第１四分億数、 第２四分位数、 第３四分位数、 最大値を求めよう。 また、箱ひげ図をかこう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

憲章撰さ”・な繋ご｛雑穀総落髪、談〆競落撲殺～※夕霧〆※※＊潔癖警※〉州総ハ糠茎窪裟六隷狗豪‘綴”ギ“”ク瀞瀞毅ｏ鯖

最小値 第１四分位数 第２四分位数 第３四分位数 最大値
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３０
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６０

　　　

７０

　　　

８０

　　　

９０

　　

１００

　　

１１０

　

（個）

練習問題

　

スナック菓子の直前期間（平日）と直前期間（休日）の箱ひげ図をかこう。
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（個）

最小値 第１四分位数 第２四分位数

　　

４作ｎノ・

　

’ｒ

　

．・“ 最大値

　　　

１

　

リ園ノ」１呈瓢

２０ ３０

　　　

４０

　　　

５０ ６０ ７０ ８０

　　　

９０

　　

１００

　　

１１０

　

（個）

最小値 第１四分位数 第２四分位数 第３四分位数 最大値



結果集約 

 指導案作成者はお伝えしていない状態で，次の質問についての回答の結果です。 

質問１ どちらの案の方が「よい授業」と思いますか。 

 質問２ 理由をお答えください。 

 

質問１の結果 

松永先生 Ａ・・・９人 

下山先生 Ｂ・・・５人 

 

標茶町立標茶中学校 佐々木先生 

質問１ 

Ｂ案 

 

質問２ 

本時の問題はＡ案の方がスッキリしている気がしましたが， 

Ｂ案の方が考え続けている生徒の姿が想像できたからです。 

その理由として，問題から課題へ 

個人・集団思考の流れが自然と感じました。 

個人・集団思考の際に，既習事項である 

代表値やヒストグラムを活用している点が 

大変参考になりました。 

求めたり，作ったりするのではなく教師側から 

提示するという点がとても良いと思いました。 

学習指導要領にも次のような記載があります。 

「複数のデータの分布を比較する際に， 

視覚的に比較がしやすい統計的な表現として箱ひげ図がある」 

箱ひげ図が視覚的に判断しやすいという必要性に迫るためには， 

「代表値」や「ヒストグラム」との「比較」が 

大切だと感じています。 

大変勉強になりました。 

このような流れで実践してみたいと思いました。 

 

標茶町立中知安別小中学校 大畠先生 

質問１ 

Ａ案 

 



質問２ 

どちらの案も，既習事項（ドットプロット，ヒストグラム，代表値など）では比較し切れ

ない場面を設定し，箱ひげ図で表すことの良さや必要性を感じさせる授業となっていま

すが，単元の導入ということであれば，問題として提示するデータはＡ案のようなシンプ

ルなものの方が良いのかなと感じました。ドットプロットから箱ひげ図に流れていくこ

とで，新出である箱ひげ図に関わる用語の説明やかき方の確認もしやすく，それぞれの特

徴や良さも対比しやすいのではないかと思いました。また，自分で授業をするイメージを

したときに，無理なく 1時間の授業の中でおさめられそうだなとも思いました。 

Ｂ案では商品 4種類×5年分のデータが提示され，さらにそれを花見期間・直前期間それ

ぞれの平日・休日に分けて比較するとなると，単元の導入としてはちょっとハードに感じ

ました。新出である箱ひげ図の説明等もした上で，問題文にある「あなたならどれを多め

に入荷しますか？」というところまで，この 1時間でたどり着くのは難しいように思いま

す。ただ，このデータをしっかり整理して比較・分析して，自分なりの結論が出せるまで

になったら素晴らしいとも思うので，単元の終わりなどに挑戦させてみたいです。 

 

中標津町立計根別学園 根本先生 

問１ 

B 

 

問２ 

B の場合だと１年生で学習したヒストグラムなどのデータを活用していて，本時の内容で

復習することもでき，前回学習したことを踏まえての学習に繋がるので，Bの方が系統性

もあっていいと思いました。 

 

白糠町立庶路学園 後藤先生 

質問１ 

Ａ案 

 

質問２ 

どちらの案も，データの分析をしている途中で箱ひげ図の必要感を持たせようとしてい

て，理想的だなあと感じるのと同時に，かなり難しいだろうなあと感じました。どうして

も，初めて扱う箱ひげ図の説明をして，そこですぐに必要感を持てるのか？という疑問が

ついて回ります。 

また，どちらも時間・情報量ともに，１コマで収めるのは難しいと思いました。ただ，Ａ

案なら，扱うデータ量がＢ案より少ないので，何とか改善すれば，ギリギリ収めることが

できるかもしれないと感じて，Ａ案を選択しました。ただ，Ｂ案はとても壮大な資料分析



になっていて，これを扱うことができれば，生徒たちにかなり力がつくだろうと感じまし

た。 

Ａ案について 

 生データを取ることの意義は，恐らく生徒の意欲を喚起するためと思われる(伝言ゲー

ムの流れ？)が，ここではデータ分析をすることが重要なので，このこだわりを捨てた方

が，時間的な余裕が生まれると思いましたがいかがでしょうか? 

 あと，箱ひげ図の出し方ですが，問題提示の段階で細かな説明をしないでドットプロッ

トの横に見比べられるように提示してしまうのはどうでしょうか？かなり乱暴なように

思えますが，インパクトはあるので，生徒たちの中に箱ひげ図はどういうものか説明して

ほしい必要感が出てくるのではないかと思います。なにより，箱ひげ図は直感的にわかり

やすいもの(のはず)なので，生徒たちがドットプロットと見比べて，箱ひげの方がよさそ

うということを言い出す生徒が出てくることを期待できないか？なんて考えました。 

Ｂ案について 

 こちらの案は，現実的な題材なので，箱ひげ図を理解できた状況で，箱ひげ図に絞って

データ分析したい内容なので，この授業で扱うのはもったいないと思います。じっくり生

徒たちが箱ひげ図を使って分析した内容を交流できれば，いい授業になると思います。 

 

浜中町立浜中中学校 関川先生 

質問１ 

A 案 

 

質問２ 

２つの指導案に対して，どちらとも導入部分の最初の１時間であることに変わりはない

が，目標・ねらいに違いがあるので，少し悩みました。どちらの指導案も目標を達成する

ための流れを踏まえていたので，自分の判断基準としては，どちらの授業が今の生徒にす

んなりと入ることができるかという観点で判断してみました。 

A 案の方が導入部分に対するデータが比較的すっきりしており，実際に実験を踏まえて考

えることができるので，主体的に取り組むことができるのかと思いました。 

B 案の方は，多くのデータを箱ひげ図で表すことで比較しやすくなるという部分に通じる

ような，データ量でありヒストグラムとも関連づけやすいように思いました。 

しかし，A案にある「箱ひげ図で表すことの良さ・必要性を考える」ことも，B案にある

「データから箱ひげ図をかくことができる」ようになることも重要であると感じました。

なかなか導入の指導案だけでは，比較しづらい部分があったので，単元の流れ・計画がそ

れぞれの先生方でどのように考えているかを教えていただけると今後の参考にもなるの

で，嬉しく思います。 

 



釧路市立春採中学校 大内先生 

質問１ 

B 

 

質問２ 

どちらの指導案も大変すばらしく，甲乙つけがたいものでした。 

A 案の問題の方が生徒を引き付けることができるかなと思いました。 

箱ひげ図を生データをもとに説明しながらつくることで，箱ひげ図がどのようなもの 

か生徒に伝わりやすいとも思いました。 

B 案にさせていただいたのは，「箱ひげ図って，便利だな」と生徒が必要性を 

感じることができるのではないか思ったためです。 

ただ，箱ひげ図を書かせて，練習問題までいけるのだろうか…とも思いました。 

 

白糠町立白糠中学校 細川先生 

質問１ どちらの案の方が「よい授業」と思いますか。 

B 

 

質問２ 理由をお答えください。 

どちらの指導案も熱心で気合の入った素敵な指導略案だと思います。箱ひげ図は, 高校

生を教えていたころに勉強したことがあり, もともとデータに関する分野が好きことも

あって, 特に興味深く拝見させていただきました。改めてお二方の指導略案のおかげで

大変勉強になり, 学びの機会をいただいたことを心より感謝申し上げます。 

さて, 箱ひげ図の必要性と良さは学習指導要領でも示されていますが, 大別すると次の

通りだと認識しています。 

(ア) 視覚的な簡潔さ 

(イ) データ分析に関する強み 

目標と本時の展開を見ると, A の指導案は主に(ア)について, B の指導案は主に(イ)につ

いて重点的に指導しようと考えているのかなというのが私の解釈です。このように考え

ると, B の指導略案は一貫していてパーフェクトな展開だと私は思っています。目標に関

しても, 「実感」や「必要性を感じる」という表現にすることで視覚的な簡潔さに焦点化

されていると思います。問題もすごくおもしろく, 授業を受ける生徒も「考えることが楽

しくわかりやすい授業になる」だろうと予想できます。 

A の指導案も, 簡潔でわかりやすいのですが, データを捉える方法としての箱ひげ図の

概念を習得させるにあたり, 終末に書いてある箱ひげ図の良さについて, 

① すっきりしていて見やすい気がする 

② 3つのデータを一気に比較しやすい気がする 



③ 中央値が一目でわかる 

④ 人の多く集まっているところが箱になっていて人の密集具合がわかる 

とあるように, (ア)と(イ)が混在している状態です。ドットプロットで展開するなら, 

(ア)の要素は必要感が薄くなる可能性があります。人によっては, ドットプロットも見

やすいわけですから, A 案の目標を達成するためには, 本時では(イ)の要素で展開して

いくべきだと思います。ちなみに, (ア)と(イ)の両方を 1 時間で行うのは厳しいと個人

的には考えています。 

 (イ)に関しての箱ひげ図のデータ分析に関する強みですが, A 案の方が書いてあるこ

とに加えて, 『極端にかけ離れた値が一つでもあると, 最大値や最小値が大きく変化し, 

範囲はその影響を受けやすいが, 四分位範囲はその影響をほとんど受けないという性質

がある』(学習指導要領抜粋 P121) 

 つまり, 「範囲では正確に分析しきれない分散を箱ひげ図ならば分析することができ

る」ような問題であれば箱ひげ図を用いることの必要感につながっていくのだと思いま

す。 

長くなりましたが, 質問させてください！ 

A 案へ質問 

箱ひげ図を扱う必要感として, (ア)と(イ)のどちらを重視する予定ですか？ 

質問の意図 

(ア)と(イ)の両方かとも思ったのですが… 

もし(ア)の視覚的な良さを習得させたいならば, ドットプロットよりも箱ひげ図の方が

優れていると思う視覚的な要素を教えていただきたいです。ここに大きな差があると, 

箱ひげ図を用いる必要感が強くなると思います。指導案の中で必要感が足りないのを作

成者もわかってて作っているように感じたのです。ですから, 箱ひげ図の必要性につい

ての詳細を伺いたいです。もしも迷ってらっしゃるならば, 素材よりもデータを工夫す

るとうまくいくような気がします！！少しでも参考になれば幸いです m(__)m 

 

オホーツク管内小学校 森先生 

質問１ 

A 案 

 

質問２ 

２つの指導案の本時の目標には,「箱ひげ図」の必要性が位置づけられています。 

箱ひげ図の利点として,青山（2019）は,５数要約を視覚的に把握できる,多群比較を 

する際に便利である,データの標準的な値がどの範囲なのかをとらえることができる,の 

３点をあげています。 

このことから,多群比較をする場面を設定し,既習の内容である,度数分布表やヒスト 



グラムのみでは,問題に対して十分な分析ができないと生徒自身が感じるような流れを

位置づけることで,生徒が箱ひげ図の必要性を感じ,本時の目標の達成につながるのでは

ないかととらえ,考察しました。 

A 案について 

・「このドットプロットを箱ひげ図というものにして比べることもできます」という発問 

の前に,ドットプロットだけでは判断しづらい！というところを引き出せるかどうかが

ポイントだと思います。そこで,問題を「今年の 2年生の数字探しゲームの結果は過去の

2年生に比べてよいといえるだろうか。」というような焦点化したものにし,（生データが

まとまったものになるという前提で）提示する過去２年間のドットプロットを,範囲の広

いもの一つ,範囲の狭いもの一つにしてはどうでしょうか。生データと合わせると,範囲

が広いもの一つ,範囲の狭いもが二つになります。おそらく生徒は,範囲に着目してよい

といえるかどうかを考察すると思います。範囲が広いドットプロットと今年のドットプ

ロットを比べると,範囲の大きさを根拠にして,今年の方がよいと判断すると思います。

しかし,過去データのもう一つは,範囲が今年のデータと,ほぼそろっているため順位付

けの根拠が不明確になります。そこで,指導案に位置づけられた③の考えである,「どう判

断したら良いかわからない」という発言を引き出すことができ,データの散らばり具合に

ついて考える必要性がでてくると思います。いかがでしょうか…？（統計学Ⅰ・Ⅱの単位

を一回ずつ落としていますので,トンチンカンなことを言っていた場合,遠慮なく無視し

てください（笑）） 

B 案について 

・ヒストグラムがたくさんあってとても見にくいという,生徒の発言から箱ひげ図を提 

示する流れがよいと思いました。 

・実際に箱ひげ図同士を比べる活動は次時でしょうか？本時の目標によさという文言が

入っていないので,確かになくてもいいのかとも思いつつ,必要感を感じさせるためには,

箱ひげ図同士を比べる活動も必要なのではないかとも思いつつ…。悩んでいます。 

・「それぞれの期間でどの商品を入荷するか？」という問題の場面設定上,問題を配布 

して,すぐに予想が立つわけではなく,４つの予想をするために,データに目を通したり

と,やや時間がかかると思うのですが,その際時間がかかりすぎると,ヒストグラムを書

いたり,平均値を計算したりする生徒も出てきてしまうと思うのですが,課題提示までの

イメージを教えていただきたいです。 

・それぞれの期間でどの商品を入荷するか？という問題から,生徒が必ずしも花見期間（ 

平日）について考えているわけではないと考えます。バラバラな期間（といっても４つで 

すが）について考えている中で,特にスナック菓子の花見期間（平日）における,「並び替

えたデータ」と「箱ひげ図」を提示する流れを,どのように位置づけるのかが難しいなと

感じました。 

お二人の先生が作成された指導案で，実際に授業をしてみたくなりました。箱ひげ図の単



元のどこかで，データは違うけど，箱ひげ図が同じ形になるような２つのデータを扱って，

最小値から第１四分位数までや，最大値から第３四分位数までのデータの散らばりに目

を向けさせても面白いのでは…？などと，授業をする機会もないのに，無駄にいろいろと

考えてしまいます。ありがとうございました。 

 

釧路市立鳥取西中学校 五十嵐先生 

質問１ 

問題は B，授業の流れは A 

 

質問２ 

問題は B の方が食いつきやすい感じがして，資料からもスムーズに課題にもっていける

と思いました。本字の目標にあるようにデータの量が多いとき，ヒストグラムなどでは比

較がし難いことは実感できると思いますが，数学に苦手意識を持っている子供などにと

っては，資料が多く，資料を読み取る時点で思考がとまってしまうのではないかと感じま

した。 

A 案については，箱ひげ図までの流れがすっきりしていると感じました。ドットプロット

にまとめた後に箱ひげ図にすることで，箱ひげ図の全体的なイメージがつきやすいと思

いました。 

大変勉強になる指導案でした。ありがとうございました。 

 

釧路市立鳥取西中学校 柴田先生 

質問１ 

A 案 

 

質問２ 

B のデータが多すぎて処理しきれないのでは？ 

チョコ・スナック菓子・茶系飲料・炭酸飲料の８種類に４つの時期で計８個のデータの紹

介されたことで，比較しにくさを飛び越えてわけがわからないという印象を与えて，授業

が進んでしまいそうです。箱ひげ図という生活の中で目にしないものを学習するだけで

も抵抗感のある生徒もいますが，大丈夫だろうか？という印象を受けました。 

スナック菓子に絞らず，最初の段階で他のデータを紹介した意図を教えてほしいと思い

ます。  

あと，目標の箱ひげ図の必要性を感じる場面はどこだったのかな？と思いました。この目

標を達成させるための発問はどこだったのかを教えてほしいと思います。 

しかし，こういうデータを準備したことに驚いていますし，尊敬します。よい資料をいた

だきありがとうございます。データの比較後にその因果関係がわかると更におもしろい



と思います。もし，そのロジックがあればついでに教えてください。 

A 案は自分たちが実際に実験してデータをとり，自分たちの成績がいいのか比較したいと

いう生徒の探求心を仰ぐ流れはとてもいいと思いました。また，ドットプロットはデータ

をとっていくには簡潔で時間がかからずにできるのでとてもよいと思いました。 

１つ教えていただきたい点があります。最後のデータを比較して箱ひげ図で表し，比較す

る良さはあるのかな？ここが本時の目標到達する場面の一つかなと思います。中でも大

切なのが②と④なのかと思っています。②が出てきた時点で「どうして？」となると思い

ますが，どのような意見が出ると予想しますか？ 

更に④の意見が出るのかな？と思います。出させるためには何かそこに気づかせる仕掛

けが必要なのかと思います。その点を教えてほしいです。授業をする場合，ここが授業の

善し悪しを決める一手になると思っています。よろしくお願いします。 

 

釧路市立昭和小学校 遠藤先生 

質問１ 

Ａ 

質問２ 

A の目標は「箱ひげ図を知り〜必要性を考えることができる」となっています。Bの方で

は目標が「必要性を感じ〜書くことができる」となってます。1時間目でどこまで求める

のかは難しいところだと感じました。私は A 程度の内容で 1 時間目を終える方がいいと

感じました。 

しかしながら，Aの指導案で見たばかりの箱ひげ図によさを見出すことが本当にできるの

かということを感じました。そのための発問や仕掛けを考えたいと思います。 

B の指導案に関しては題材は面白いと思いますが，内容が多いと感じます。また，課題の

「何を調べればよいだろうか」に対して箱ひげ図を出してきて，書く練習をするという流

れが個人的にはイメージができませんでした。 

 

オホーツク管内小学校 草西先生 

質問１ 

Ａ 

 

質問２ 

理由は， 

・「生徒たちのリアルなデータを使い，さらに過去の生徒と比較する」という内容が生徒

の興味をもたせることと，便利さを実感させることに有効だと感じました。 

 

・また，四分位数，最大値，最小値，範囲，平均値を生データをもとに説明しながら箱ひ



げ図を作ることで，箱ひげ図がどのようなものかが生徒にわかります。そのあと，過去の

データの箱ひげ図を提示する事で，自然と生徒は箱ひげ図を比較する行動に移ると考え，

良いと思いました。ここでも，自分たちの学級と過去の生徒を比較するという問題がいき

てくると考えました。 

 

・二つの指導案で目標が，「箱ひげ図で表すことの良さや必要性を考えることができる」

と「箱ひげ図をかくことができる」とで違うが，初めて箱ひげ図が出てくる場面なので，

前者の方が良いのではないかと考えた。 

 

・あと正直自分が生徒だったら，B案の 6枚の資料を渡されると，興味よりもうしろめた

さが勝ってしまうなと思ってしまいました。。すみません。 

 

北海道教育大学附属釧路中学校 赤本 

質問１ 

Ａ 

 

質 

問２ 

 自分の意見は指導案に直接書き込みました。新しい素材を教材化しようと試みている

ので，Ａにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



松永先生 Ａ からの回答 

・本時の目標 

歴代中学２年生の数字探しゲームの結果を比較する活動を通して、データを捉える方法
としての箱ひげ図を知り、ドットプロットとの関係性を捉えながら箱ひげ図で表すことの
良さや必要性を考えることができる。（知・技） 
・本時の展開  

教師の働きかけ（■）生徒の学習活動（◯） 留意点（◆）評価（※） 

１．問題提示 

〇数字探しゲームをしよう。（１０×１０） 

 ※３分間で何番まで探せるかな？ 

〇ドットプロットにまとめる。（生データ） 

■過去２年間の２年生のドットプロットも提示する。（架空のデータ） 

 

 

 

 

 

 

◯早い ◯遅い 〇みんなまとまってる 

■どこを観てそのように考えたのかな？ 

２．課題把握 

  

３．個人思考・集団思考 

 

 

 

 

 

 

■「このドットプロットを箱ひげ図というものにして比べることもできます。」 

■本学級分をモデルに四分位数（第１/２/３）、最大値、最小値、範囲（レンジ）

平均値の＋を学級の生データをもとにして説明しながらつくる） 

■箱ひげ図を作り終わったら、あらかじめ用意してある過去２年分の箱ひげ図

を提示し、並べる。 

■ドットプロットではなく、箱ひげ図で表し、比較する良さはあるかな？ 

①３つのデータを一気に比較しやすい気がする。 

②平均値がすぐわかる。 

◆電卓持参 

◆「集中力と観察力」を過去の 2

年生と勝負してみようと持ち掛

け、取り組ませる。最初は裏返し

で配付。用意スタートで裏返して

始める。 

 

 

 

 

 

 

◆①、②を先に取り上げ、最後に③ 

のような意見を取り上げると自然 

に箱ひげ図が出しやすい。③が出 

なければ、「迷っている人もいるみ 

たいだから〜」と、同様に箱ひ 

げ図を出す。 

 

 

◆箱の大きさがデータの集まりに

関係していることに気づく生徒が

いるか。（約半分が入っている） 

※自分なりに箱ひげ図の良さを考

え、気づき、ノートや他者に説明す

ることができているか【ノート・発

言】 

◆最低限①②③と同じ意味の気づ

きや発言は取り上げ、板書したい。 

◆④の四分位範囲に近い考えがで

問題 今年の２年生の数字探しゲームの結果は過去の２年生に比べてよ

いといえるだろうか。 

課題 ドットプロットをどのように比較したらよいか説明してみよう。 

①【集まってる】（見た目） 

山っぽい。３１に集まってる。 

②【早い・遅い】（みた目＋数値） 

・早い（遅い）秒数の人（点の集ま

り）が何となく多い気がする。 

・真ん中の人が（中央値）が３１な

ので過去２番目に早い。 

・平均をとると、一番遅かった。 

 

③【よくわからない】 

・どう判断したら良いかわからない 

・みにくくて判断しにくい 

15 16 17 18 19 20 33 34 35 36 37 3827 28 29 30 31 3221 22 23 24 25 26 51 52 53 5445 46 47 48 49 5039 40 41 42 43 44

● ● ● ●● ● ●
●

●●● ● ● ●
●● ● ● ● ●● ● ●

● ● ● ● ●● ● ● ● ● ●
●

● ● ●
① ●

②

● ●
● ●● ● ● ● ●●

● ● ● ●
● ●

● ● ● ●● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ●● ●
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③
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第一 第二 第三 ミニ マックス レンジ 4分位範囲平均
1 27 31 37 16 52 36 10 31.3
2 24 29 41 17 53 36 17 31.8
3 28 33 37 20 46 26 9 31.8



③中央値が一目でわかる。 

④人の多く集まっているところが箱になっていて人の密集具合がわかる。 

 

れば取り上げ、「どれくらいの人が

箱にいるの？」と問い返し、箱の大

きさから四分位範囲の意味を抑え

ていく。でなければ、次回以降に扱

う。 

 

白糠町立白糠中学校 

細川先生 

視覚的な良さを習得させたいならば, ドットプロットよりも箱ひげ図の方が優れていると

思う視覚的な要素を教えていただきたいです。人によっては, ドットプロットも見やすい

わけですから 

 

➡私がとらえた「良さ」は、 

ⅰ複数のデータを比べるときに並べて「視覚的に判断できる良さ」だと考えました。 

ヒストグラムでも、ドットプロットでも、複数のデータを比較するときはどちらも大変だ

と捉えました。一つのデータを見るだけでは箱ひげ図にするよさや必要感を感じる場面は

あまりないだろうと考えました。 

ドットプロットは一つだけで見れば見やすいと感じる場面はあるかもしれませんが、複数

のデータを比較する際はどうでしょうか。ですので、３つのクラスが最低でも必要と考え

ました。 

 

箱ひげ図を扱う必要感として, (ア)と(イ)のどちらを重視する予定ですか？ 

 

➡どちらもです。単元を通して、どちらも感じる必要があると思います。しかし、今回の

1単位時間で考えると 

（ア）を重視したいです。ですから、最低、「３つのデータを一気に比較しやすい気がす

る、平均値、中央値がすぐわかる」という発言は引き出したいと思います。 

 

(イ)に関しての箱ひげ図のデータ分析に関する強みですが, A案の方が書いてあることに

加えて, 『極端にかけ離れた値が一つでもあると, 最大値や最小値が大きく変化し, 範囲

はその影響を受けやすいが, 四分位範囲はその影響をほとんど受けないという性質があ

る』(学習指導要領抜粋P121) 

 

➡これを指導する場面作りたく思います。しかし、導入授業ではどのようにしたらいいか

は、いまのところわからないので、次時以降に作りたいと考えています。 

 

①

②

③

50 51 52 53 54 #33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 4915 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32



 

 

オホーツク管内小学校森先生 

ドットプロットだけでは判断しづらい！というところを引き出せるかどうかがポイントだ

と思います。そこで,問題を「今年の2年生の数字探しゲームの結果は過去の2年生に比べ

てよいといえるだろうか。」というような焦点化したものにし,（生データがまとまった

ものになるという前提で）提示する過去２年間のドットプロットを,範囲の広いもの一つ,

範囲の狭いもの一つにしてはどうでしょうか。 

 

➡大変ありがたい意見です。考慮の必要な部分ですね。と同時に、他の先生の意見で今回

の単元の特質上、「実際のデータを分析」することに意義のある単元でもあるので、そも

そも私の使用予定であった架空の２つのデータを扱うことがまずいという考えもあるみた

いで、私自身もう少し勉強して、考えをまとめたいと考えています。 

 

（統計学Ⅰ・Ⅱの単位を一回ずつ落としていますので,トンチンカンなことを言っていた

場合,遠慮なく無視してください（笑）） 

 

➡私もです。(笑) 

 

釧路市立鳥取西中学校柴田先生 

質問１ 

A案 

質問２ 

A案は自分たちが実際に実験してデータをとり，自分たちの成績がいいのか比較したいと

いう生徒の探求心を仰ぐ流れはとてもいいと思いました。また，ドットプロットはデータ

をとっていくには簡潔で時間がかからずにできるのでとてもよいと思いました。１つ教え

ていただきたい点があります。最後のデータを比較して箱ひげ図で表し，比較する良さは

あるのかな？ここが本時の目標到達する場面の一つかなと思います。中でも大切なのが②

と④なのかと思っています。②が出てきた時点で「どうして？」となると思いますが，ど

のような意見が出ると予想しますか？ 

➡「どうしてそう考えたの？」と問い返し、「だって、一つの表で３つみられるし」や

「だって、３つの中央値がすぐわかるし、、」を引き出したく思います。この授業では、

最低ここまででいいと考えています。 

あわよくば、箱の長さに注目した「人の範囲が箱の中に、、、」のように意見がでれば

万々歳と考えていました。 

 



更に④の意見が出るのかな？と思います。出させるためには何かそこに気づかせる仕掛け

が必要なのかと思います。その点を教えてほしいです。授業をする場合，ここが授業の善

し悪しを決める一手になると思っています。よろしくお願いします。 

➡これは「でれば取り上げる」といった感じで考えています。四分位範囲は次時以降に扱

った方がすっきりするような気がしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



下山先生からの回答 

 

オホーツク管内小学校 森様 

・実際に箱ひげ図同士を比べる活動は次時でしょうか？ 

 ⇒指導案を作成するにあたり、令和 3 年度から使用される東京書籍の教科書を参考にし

ました。東京書籍では、今回私が扱ったコンビニのデータ（実在するコンビニから得た

生データを使っているようです）を単元を通して使っています。これをもとに単元全体

の流れをなんとなく考えました。なので、まず箱ひげ図についての知識・技能を習得す

る時間を経てから、箱ひげ図同士を比較する活動になると考えております。 

 

・課題提示までのイメージ 

 ⇒私は当初、（うまくいくかは別として）とにかく「データが多くてよくわからない」と

いう生徒の発言やなかなか予想できない生徒の困り感を取り上げて、課題の明確化に

つなげようと考えておりました。つまり、ここでデータに目を通させる時間を考えては

おりませんでした。しかしながら、森様のご指摘の通り、予想するためにデータに目を

通す中で、平均値や中央値などを調べ始める生徒がいるのも当然かと思います。そうで

あれば、それらの生徒に「何調べているの？」と問いかけ、「平均値」や「中央値」な

どの既習事項が出た段階で、「それを調べれば判断することが本当にできるの？」と問

い返しながら、課題につなげるのもありかなと思いますが、いかがでしょう？ 

 

 

釧路市立鳥取西中学校 柴田先生 

・B のデータが多すぎて処理しきれないのでは？スナック菓子に絞らず、最初の段階で他の

データを紹介した意図を教えてほしい 

 ⇒箱ひげ図は、いくつかのデータを比較するときに有効であると考えます。2 つや 3 つの

データであればヒストグラムで十分なように感じました。では、いくつのデータがあれ

ば、生徒に「ヒストグラムが多いな…」と感じてもらえるのだろうと単純に思ったので、

思い切ってすべてのデータを提示しました。また、この突拍子もないデータ量に対して、

先生方がどのようなお考えをお持ちになるかも興味がありました。やはり、他の先生方

からもご指摘があったように、データ量は多いですね。先生方がそう感じるのであれば、

生徒はなおさらだと思います。率直なご意見ありがとうございました。ちなみに、東京

書籍の教科書の導入では、柴田先生のご指摘の通り、スナック菓子に絞って提示されて

います。 

 

・箱ひげ図の必要性を感じる場面はどこだったのか？この目標を達成させるための発問は

どこだったのか？ 



 ⇒たくさんのヒストグラムを提示した場面を考えてしました。多くのヒストグラムを見

せられても、なかなか判断することができないので、ここで箱ひげ図の必要性を感じて

ほしいと思っていました。しかし、箱ひげ図を知らない段階で、その「必要性」を感じ

られるかと言われれば、無理なように感じます。練習問題を終えたあとに、ヒストグラ

ムと比較することで、その有用性を感じることは多少できるかも知れませんが、もしそ

うであれば、1 つ目のご指摘のようにこんなに多くのデータは必要ないということにな

りますね(^^;)。やっぱり難しいです…。 

  また、目標達成のために発問はこの指導案には位置付けられていませんでした。ご指摘

ありがとうございます。また、このような指導案を作成してしまい、誠に申し訳ござい

ません m(_ _)m 

 

・データの比較後にその因果関係がわかると更におもしろいと思います。もし、そのロジッ

クがあればついでに教えてください。 

 ⇒教科書にある 16 個の箱ひげ図を比較すると、「花見期間」の「スナック菓子」と「炭酸

飲料」の売り上げが比較的多くなっています。これは、主にビールや酎ハイなどが売れ、

そのおつまみとしてスナック菓子が売れているものと思われます。「茶系飲料」や「チ

ョコレート」は「平日」の方が多く売れており、軽く花見はしたいけどお酒を飲むのは

ちょっと…という人が多いのではないでしょうか？ 

  いずれにせよ、花見時期の売り上げである以上、お酒が絡んでくるのは間違いないでし

ょう。データを分析する際に、お酒の売り上げまで生徒が考えるかはわかりませんが、

生徒からそのような分析が出た際に、それを否定する要素は何一つありません。ただ、

「お酒の売り上げが入ってる可能性のあるデータを授業で取り扱うのが教育的にどう

なの？」と言われると何も言い返せません…。が、私個人の意見を言えば、現実のもの

を扱っている以上、そういう事実があることは伝えて問題無いと思いますし、そもそも

文科省が（それらのこともわかった上で）検定しているはずですので、現実を知る良い

教材ではないでしょうか。皆様はいかがお考えですか？ 

  …ここまで書いて不安なのが、これは柴田先生の質問の答えになっているのでしょう

か？ショートメールで良いので教えてください。 

 

 

改善案に作成に関わって 

 先生方からのご指摘や A 案を作成した松永先生の指導案から、導入ではどのような問題

が適切か、どれぐらいのデータ量が適切か、また、単元計画を考える際、東京書籍のように

1 つの問題(？)を使って単元計画を組むべきか、1 時間ごとに問題を提示すべきか、もっと

ぶっちゃけて言えば今回の指導案を改善するのか、一から作り直すのか等、考えがまとまっ

ていないというのが正直なところです。 



 本単元が来年度の全道大会の授業であることから、赤本先生より夏休み明けまでに本単

元の全授業の指導案を作れという至上命令が下されております。夏休み明けまでに、赤本先

生を通して、先生方にご提示できればと思っております。ご意見をくださった先生方には申

し訳ありませんが、今回は改善指導案の提示をご容赦願います。誠に申し訳ありません。 

 


